
資料１ 

1 

 

平成 27年度 大垣市障がい者の暮らしを支える協議会 各部会の開催報告 

（地域移行支援部会・暮らし支援部会、就労支援部会、相談支援部会） 

 

■地域移行支援部会・暮らし支援部会 

◆開催日時 

 【第２回】平成 28年 2月 24日（水） 10：00～11：30 

  

◆メンバー 26人  

 せせらぎ、グリーンヒル、大垣市柿の木荘、大垣市障がい者生活支援センター、けあ・

わーくす大垣、ジーバケアサービス、みるきぃうぇい、心牧園マーセリン、大垣市立ひ

まわり学園、西濃病院、大垣病院、不破ノ関病院、西濃保健所、大垣警察署、民生委員、

市社会福祉課事務局 

※アドバイザー／愛知県立大学 宇都宮みのり教授 

 

◆テーマ 

 「地域で生活する精神障がい者への地域定着に向けた支援体制について」 

 

◆部会の内容（主な意見や課題等） 

 ・精神不安定からくる問題行動の見られるケースについて、相談支援専門員より事例を

紹介してもらい、グループに分かれて事例検討を行った。 

 ・事例検討の前に、アドバイザーとして招いた愛知県立大学教育福祉学部の宇都宮教授

よりケースワークの考え方について、本人の抱える課題を具体的に解決するために５

つの項目（問題が生じる背景、ストレングス（強み）を見出す、支援目標を立てる、

役割分担、評価）について意識して話し合うことを提案され、今回は「問題が生じる

背景」と「ストレングス（強み）」までを検討した。 

  

・各グループで、エコマップ（本人を支援する社会資源を図式化したもの）を作成する

ことで、本人が持っている社会資源やストレングスを多角的な視点から見つけること

ができた。 

 ・支援につなげる方法として、本人にとってのメリットを伝えること。本人が困ってい

る、本人が解決したい課題があるときに「あなたのこの困りごとに対して、この支援

にはこういうメリットがある」という、本人を主体にした話し方が安定や安心を伝え

ることになる。 

・ケースについて相談員一人が抱え込んで疲弊してしまわないよう、支援者で情報共有

し、一緒に解決策を見出していくことが重要。 

 

 ・平成２８年度以降もアドバイザーを招いて事例検討のあり方を学ぶとともに、障がい

者の問題解決のための支援について話し合う場を設定していく。 
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■就労支援部会 

◆開催日時 

 【第２回】平成 28年 2月 23日（火） 10：00～11：30 

  

◆メンバー 28人  

 いぶき作業所、工房さんぽみち、ぐりんぴーす、大垣市立かわなみ作業所、ウェルテク

ノスジョブトレーニングセンター、ハーモニー大垣、ぐっどらんど、ワークステーショ

ン大垣、合同会社マハナ、ＧＣＣ大垣校、新家大垣、一般社団法人障害者福祉支援セン

ター、Ｎotoカレッジ、事業所ＳＯＲＡ、シュシュ、あやめ、株式会社クローバーネット

ワーク、ＮＰＯ法人バーチャルメディア工房ぎふ、大垣市障害者団体連絡協議会、大垣

公共職業安定所、大垣市障がい者就労支援センター、揖斐特別支援学校、市社会福祉課

事務局 

 

◆テーマ 

 「事業所紹介シート（案）の内容について」 

「連携における大垣市の課題について」 

「今後の部会の方向性について」 

 

◆部会の内容（主な意見や課題等） 

 ・どの事業所がどのような作業を行っているのか、どの程度の障がいの利用者まで受け

入れ可能なのかといったところを誰もが簡単に見ることができる「事業所紹介シート

（案）」の内容について協議した。 

 ・項目の追加（職場実習の受け入れの有無や受け入れ可能人数など）や地図を掲載する、

具体的な作業風景の写真を掲載するなどの意見を基に、事務局でシートを修正。各事

業所で必要事項を記載し、大垣市就労支援センターホームページでの公開などにより

運用していく。 

   

 ・他の事業所や支援機関が連携して一般就労を目指していくうえでの課題として、事業

所同士の関係性がある。 

・自分の事業所では提供できないサービスであっても、他事業所と連携することで幅広

いサービスを提供できるため、普段から、計画相談支援事業所や就労支援事業所、学

校との顔の見える関係づくりが重要。 

 

・今後の部会では、成功事例以外の事例検討が必要であるため、困難事例の検討や他事

業所や企業との交流を通じて指導員や支援員のスキルアップを図りたい。  

・就労支援では、生活面の支援や管理も重要なテーマである。 
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■相談支援部会 

◆開催日時 

 【第２回】平成 28年 3月 24日（木） 13：30～15：00 

  

◆メンバー 20人  

 大垣市柿の木荘、せせらぎ、大垣市社会福祉協議会障がい者相談支援事業所、グリーン

ヒル、ゆう、ジーバケアサービス、心牧園マーセリン、障害者生活支援センタープラス、

みるきぃうぇい、ワークステーション大垣、大垣市立ひまわり学園、グリーン相談支援

事業所、市社会福祉課事務局 

 ※講師／一宮市障害者相談支援センターゆんたく 野崎貴詞 

 

◆テーマ 

 「アセスメントのポイント～利用者の理解をより深めるために～」 

 

◆部会の内容（主な意見や課題等） 

 ・「アセスメントのポイント」をテーマに、一宮市障害者相談支援センターゆんたくから

講師を招き、アセスメントを深めるための様々な手法、視点などについて、事例を取

り入れながら説明を受けた。 

 ・アセスメントは利用者が何に困っているのか、何を求めているのかを正しく知り、そ

れが生活全般の中のどんな状況から生じているかを確認すること。援助活動を行う前

に行われる評価であり、後のサービス提供につなげていくための重要な業務である。 

 ・当面の目標を達成するために「そのためにはどうするか」という視点で取り組むべき

ことを掘り下げていく。 

 ・視点を切り替えることで、困難な状況の中にも課題解決の活路を見出したり、欠点の

中にストレングス（強み）を発見できることもある。 

 ・相談支援は“ズレ”を本流に戻す過程であり、ズレの核心を見定めるためには、アセ

スメントを１００字要約するとよい。   

 

 ・第１回部会での提案事項であった障害福祉サービス兼通所受給者証の発行方法と受給

者証の写しの提供方法について事務局から説明を行った。 

   

 


